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今 日 は 大 寒 で す 。 寒 さ も ピ ー ク を 迎 え よ う と し て い ま す が 、 メ ー ル マ ガ ジ ン

は 熱 い 思 い で お 届 け し ま す 。 新 し い 年 を 迎 え 我 々 も 気 分 一 新 、 さ ら に が ん ば

ります。引き 続きご 愛読のほどよ ろしく お願いします 。  

現在会員登録数 3,660 人さま。次号は 2 月 22 日発行の予定 で す／  
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●  IICLO オンライン 講座Ⅰ「授業 に役立 つ！子どもの 文学５ つのレッスン 」  

第１回「宮 沢賢治を 読み直す①「注文の 多い料理店 」」  ※申 し込み受付中 ！  

 講  師：宮 川健郎 （当財団理事 長）  

 発展読書案 内：土 居安子（当財 団理事 ・総括専門員 ）  

 視聴料： 1300 円   対  象：子 どもの 本に関心のあ る方な らどなたでも  

◇第２回以降 は随時 配信します。 全５回 の内容、詳細 は  ↓↓  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1 

◇お申し込み は「 Peatix」から↓↓  

 https://iicloonline1-1.peatix.com 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『マイブラザ ー』草 野たき /著  teens' best selections ポプラ社  2021

年 11月  対象年齢： 中学生以上  

 

あらすじ：公 立中学 に通う中学２ 年生の 海斗（かいと ）は、 ２年前、父親 が

企業の研究所 の仕事 をやめて突然 、パン 職人の修業を 始めた ことに怒りと

とまどいを覚 え続け ていた。中学 受験を やめ、公立中 学での 退屈な毎日か

ら目をそむけ るため に、５歳の弟 の保育 園の送迎をし 、弟の 面倒を見るこ

とに打ち込ん でいく 。保育園の同 窓生男 女５人が集ま る機会 があり、海斗

はそれぞれが 悩みを 抱えているこ とを知 り、また、父 に怒り をぶつけるこ

とで、自分の ために 自分の人生を 生きる ことを考え始 める。  

 

Ｙ：社会でヤ ングケア ラーが注目さ れてい ますが、この 本は、自 ら弟のケアを

志願した中学 生の物 語です。  

Ｔ ： 主 人 公 海 斗 は 、 自 分 の 直 面 す る 問 題 を 回 避 す る た め に ５ 歳 の 総 也 の 面 倒

を 見 て い て 、 時 に は 学 校 へ も 、 さ そ わ れ て 行 っ た 私 立 中 学 の 文 化 祭 へ も 同

窓 会 に も 連 れ て 行 き ま す 。 そ こ で 面 倒 を 見 ら れ て い る は ず の 総 也 が 、 海 斗

や 他 の 中 学 生 た ち に い ろ い ろ な 気 づ き を 促 し ま す 。 ケ ア を さ れ て い る も の

が ケ ア を し て い る も の を 育 て る と い う 構 図 が と て も お も し ろ い と 思 い ま し

た。  

Ｙ ： 家 族 が お 互 い の 面 倒 を 見 合 う と い う こ と と 、 ヤ ン グ ケ ア ラ ー と し て 社 会

問 題 に す べ き こ と と の 境 界 は と て も 曖 昧 で す 。 こ の 作 品 が 出 さ れ た こ と に

よって「家族 」の意 味が問い直さ れたよ うに思いまし た。  

Ｔ：主人公や 周りの中 学生たちはみ な、経済 的には恵まれ ていま す。特に名門

中 学 へ 行 っ た 倫 太 郎 や 彩 音 は 、 自 分 が あ き ら め た 道 を 進 ん で い る 、 海 斗 に

と っ て は う ら や ま し い 存 在 で す 。 と こ ろ が 、 実 は そ れ ぞ れ に 悩 み を 抱 え て

います。  

Ｙ ： そ れ に 海 斗 が 気 づ い た と き 、 他 人 か ら う ら や ま し い 人 生 を 送 っ て い る よ

う に 見 え て も 、 誰 も が 悩 み を 抱 え な が ら 生 き て い る と い う こ と 、 ど ん な 状

況にあっても 自分の ために生きる ことが 大切だという ことを 悟ります。  

  た だ 、 一 人 ぐ ら い 、 経 済 的 に 違 う 家 庭 環 境 の 子 ど も も い て も よ か っ た か

なと思いまし た。  

Ｔ：海斗は、倫太郎も 健吾もそれぞ れ悩み を抱えている ことを 知った後、二 人

に つ い て き て も ら っ て パ ン 職 人 の 修 業 を し て い る 父 に 会 い に 行 き ま す 。 そ

し て 、 疑 問 に 思 っ て い た こ と を 直 接 た ず ね ま す 。 自 分 の 問 題 に 向 き 合 う こ

と、父親と直 接対話 をすることが 書かれ ていて納得し ながら 読みました。  

Ｙ ： こ れ か ら ま す ま す 多 様 で 柔 軟 な 生 き 方 が 求 め ら れ る 社 会 に あ っ て 、 ど ん

な 生 き 方 が 幸 せ な の か 、 読 者 も 海 斗 と と も に 考 え ら れ る 結 末 に な っ て い る

と思いました 。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

 



***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 77 回「耕耘部の 時 計」  

 新旧労働者 の葛藤  

 

ある朝、農場の耕 耘部（こううんぶ）に、若 い赤シャツの 男が働 きにやってき

ます。農夫室には、盤 面（ダイアル）は青じ ろく、ツルツル光り、舶来の上等

ら し い 円 い 柱 時 計 が か か っ て い て 、 男 は 自 身 の 腕 時 計 と 見 比 べ 〈 あ い つ は 十

五分進んでい るな〉と 思います。腕時計の 竜 頭を引っ張っ て針を 直そうとし、

農夫たちにど っと笑 われます。  

 

玉蜀黍（とう もろこし ）の脱穀の仕 事を終え ると、お昼を 知らせる 鐘がなりま

す。そのとき あらため て腕時計をみ た男は、不思議そうに〈今度は 合っている

な。〉とつ ぶやきま す 。  

 

食事を終え、男が休 息 しつつ農夫と 話して いると、時計ががち っ と鳴ります。

正 午 に は 合 っ て い た 時 計 が 今 度 は 十 五 分 遅 れ て お り 、 ぼ ん や り ダ イ ア ル を 見

ているとまた みんな にどっと笑わ れます 。  

 

仕 事 終 わ り の 午 後 六 時 。 日 暮 れ か ら す っ か り 雪 に な り 、 明 る く 電 灯 の つ い た

農夫室では、赤シャツ の男が小さな 手帳に 何か書き込ん でいま す。すると、例

の 蒼 白 く 美 し い 柱 時 計 が ガ ン ガ ン ガ ン ガ ン 六 時 を 打 ち ま す 。 男 が だ ま っ て 針

を 睨 み 付 け て い る と 、 い ま ま で 五 時 五 十 分 を 指 し て い た 長 い 針 が 一 気 に 六 時

十 五 分 の 所 ま で 飛 び ま す 。 壊 れ て い た 時 計 を 修 理 し た 男 は 、 も う 一 度 自 分 の

腕時計に柱時 計の針 を合せて、安 心した ように蓋をし めます 。  

 

耕耘部の〈 耕耘〉と は 、一般的に 田畑を耕し 、雑草を取 り、作物 を 作ること。

つまり耕耘部 とは、 農場の一部署 という ことになりま す。  

 

時 間 に よ っ て 管 理 さ れ 、 時 間 を 基 に 働 く こ の 近 代 的 農 場 で 、 そ の 基 盤 と な り

象 徴 と も い え る の が 立 派 な 西 洋 製 時 計 で あ り 、 そ し て そ の 壊 れ た 時 計 に た び

たび翻弄され る若い 男は、赤い毛布でで き たシャツを着 込み、腕 時計をはめ、

黄色なゴム靴 を身に まとう近代的 労働者 の出で立ちで す。（伊 藤真一郎「 耕耘

部の時計」 2003 年）  

 

対 し て 、 農 夫 室 に い る の は 犬 の 毛 皮 を 身 に つ け た 旧 来 の 労 働 者 た ち 。 彼 ら は

本来、日の出 とともに 野に出て働き 、日の入 りとともに仕 事を終 える、まさに

自 然 的 時 間 の 持 ち 主 で す 。 時 計 の か ら く り を 知 る こ う し た 旧 来 の 労 働 者 が 、

時 計 の 狂 い を 気 に か け る 近 代 的 労 働 者 た る 若 者 を 冷 笑 す る 件 か ら は 、 両 者 に

一 定 の 相 容 れ な い 労 働 規 範 、 帰 属 意 識 が 読 み 取 れ ま す が 、 一 方 こ う し た 断 絶

が お 互 い を 疎 外 す る ま で に は 至 っ て い な い よ う に も 見 え ま す 。 近 代 的 農 場 を

舞台に、新旧 労働者 の微妙な位置 関係を 描いた作品と 言えま す。  (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢 賢治コレ クション５  なめと こ山の熊』に

よりました 。）  

 

 



***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３１  

***************************************************************** 

 

「オレのはぜ んぶし まっとくの。 そんで 帰ったらオレ の家に 置く」  

 つづけて言 って、 ほかのプレゼ ントも 、ふくろにも どしは じめた。  

 

（『かさね ちゃんに き いてみな』 有 沢佳映 /著  講談社  2013 年 5 月  p.280） 

 

こ の 本 が 出 版 さ れ た と き 、 朝 の 集 団 登 校 の 時 間 を こ ん な に も い き い き と 描 い

た 作 品 を 初 め て 読 ん だ と 強 く 印 象 に 残 っ た こ と を 覚 え て い ま す 。 小 学 ５ 年 生

で 集 団 登 校 の 副 班 長 で あ る ユ ッ キ ー 少 年 の 視 点 で 、 班 長 で あ る ６ 年 生 の か さ

ね ち ゃ ん の 班 員 へ の す ば ら し い 対 応 を 描 い て い ま す 。 ユ ッ キ ー は 、 来 年 自 分

が 班 長 に な っ て 班 員 を ま と め ら れ る か 不 安 に 思 っ て い ま す が 、 副 班 長 と し て

の１年間の経 験を経 て、班長にな ること を受け入れま す。  

 

班 は か さ ね ち ゃ ん と ユ ッ キ ー を 入 れ て ８ 人 。 そ の 中 に は 、 お し ゃ れ 好 き で 新

しいお母さん と暮ら しているマユ カ（４ 年生）、いつもジ ャー ジ姿でテンシ ョ

ンが高く、忍者修 行 に夢中な太郎 次郎兄 弟（２，３年生）、学 校では話をしな

くて色白でぽ っちゃ り体型で走る のが遅 いのんたん（２年生 ）、かんしゃ く持

ち の た め に 前 の 班 を 追 い 出 さ れ 、 少 し 遠 い と こ ろ か ら こ の 班 に 参 加 し て い る

ミツ（１年生 ）、そし て、冬にもかかわ ら ず薄い服を着 ていて 、お腹がすくと

ハ ト に え さ を や っ て い る お ば あ さ ん か ら パ ン の 耳 を も ら っ て 食 べ 、 落 ち 着 き

がなく、クラ スでは いじめられて いるリ ュウセイ（４ 年生） がいます。  

 

か さ ね ち ゃ ん は 、 こ の メ ン バ ー を 落 ち 着 か せ る と き は 、 嫌 わ れ 者 の ヨ ウ イ チ

と、呪いの魚 だと言わ れている犬面 魚と、体 が一つの双子 が、洪水 の町を救う

『双子のぼう けん』と いう自作の物 語を語 ります。引用 の場面は 、リュウセイ

が ネ グ レ ク ト で 発 見 さ れ 、 ３ 駅 離 れ た お ば あ ち ゃ ん の 家 に 預 け ら れ て い る と

き に 、 か さ ね ち ゃ ん と ユ ッ キ ー が み ん な か ら 預 か っ た ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン ト

を持っていっ た場面 です。  

 

プレゼントの 中には、太郎が作った『双子の ぼうけん』の 双子を粘 土で作った

人 形 や 口 さ け 女 に 出 会 っ た と き に 渡 す 飴 や リ ュ ウ セ イ が 前 に 好 き と い っ て い

た ハ ム な ど が あ り ま し た 。 リ ュ ウ セ イ は 、 人 形 を 飾 っ た ら と い っ た ユ ッ キ ー

に対してしま ってお いて「オレの家に 置く 」と言います。あま り 話さず、話し

て も 一 単 語 だ け の 返 答 が 多 い リ ュ ウ セ イ が 文 に し て 語 っ た こ と で 、 リ ュ ウ セ

イの母への思 いがユ ッキーたちに も読者 にも伝わる部 分にな っています 。（Ｙ） 

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

三重県立美術 館で来 年１月 30 日（日）まで開催されてい る展示「 杉浦非水  時

代をひらくデ ザイン 」に行ってきました 。杉浦非水（ 1876-1965）は、日本の

グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ナ ー の 草 分 け と い う べ き 人 で 、 展 示 は 非 水 の 作 品 が ４ 章

に分かれてほ ぼ時系 列に展示され ていま した。  

 

第１章「図案 との出会 い」では、愛 媛県松山 市に生まれた 非水が 日本画を学ん



だ時の絵や、上京して 中澤弘光と黒 田清輝 の家に寄寓し 、アール・ヌーヴォー

な ど の 装 飾 資 料 と 出 会 い 、 ミ ュ シ ャ な ど を 模 写 し た 時 代 の 作 品 が 紹 介 さ れ て

いました。特 におもし ろかったのは 、中澤と 私的に作った 与謝野 晶子の『みだ

れ髪』を元に した「 みだれ髪歌が るた」。 後の図案の萌 芽が見 られます。  

 

第２章「図案の開 拓者 」は、三越呉服店の 嘱 託として勤め ながら、三越のみで

な く 、 さ ま ざ ま な 雑 誌 や 図 書 や 広 告 の 仕 事 を し た 明 治 後 期 か ら 大 正 期 の 作 品

が展示されて いまし た。『少 年世界 』（博 文 館）や三越 開催の「 児 童博覧会」を

記念した育児 日誌で ある『子宝 』（ 巖谷季 雄編  三越呉 服店、1912 年 2 版）な

ど、国際児童 文学館 にも所蔵のあ る資料 も多くありま した。  

 

第３章「自然 に学ぶ― 写生と図案」は、非水 の写生の図案 への影 響がわかる展

示となってお り、多色 摺木版『非水百花 譜』はその繊細な 草木が 美しく、非水

の 写 生 の 精 確 さ 、 構 図 の お も し ろ さ は い う ま で も な く 、 彫 師 と 摺 師 の 職 人 技

に見入ってし まいま した。  

 

第４章「非 水が目指 したもの、のこした もの」は 、大正 11 年、46 歳のときに

ヨ ー ロ ッ パ へ 遊 学 し た 後 の 作 品 が 展 示 さ れ て お り 、 た ば こ の パ ッ ケ ー ジ デ ザ

インが特に心 に残り ました。  

 

杉 浦 非 水 の デ ザ イ ン か ら は 、 見 る こ と の 楽 し さ が 伝 わ っ て き て 、 見 慣 れ た 人

や 建 物 や 花 や 動 物 を 違 っ た 視 点 で 見 る こ と が で き ま し た 。 図 案 を 芸 術 の 一 つ

の ジ ャ ン ル と 考 え た 非 水 の 信 念 に 共 感 し 、 目 の ご ち そ う を た っ ぷ り 味 わ っ た

時間でした 。（Ｙ）  

 

「杉浦非水  時代を ひらくデザイ ン」  https://sugiurahisui.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●ＪＢＢＹ希 望プロ ジェクト学び の会  

「子ども・若 者の「 生きづらさ」 －大人 には見えない 思春期 のあれこれ－ 」  

講  師：金子由美子 （（一社 ）“人間 と性” 教育研究協議 会代表 幹事  ほか）  

日  時：１月 30 日（日） 14： 00～ 16： 00 

場  所：オンライン （ Zoom）   参加費： 有料  

主  催：（一社 ）日本 国際児童図書 評議会 （ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『マイ ブラザー』をプ

https://sugiurahisui.jp/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


レゼントしま す。ご希 望の方は、メール で件 名「メルマガ  NO.137 プレゼント

希望」とし、(1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、

よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は２月 11 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

正月明けで運 動不足 気味の今日こ の頃、 寒さに負けず 、久し ぶりに近くの 公

園を歩いてみ ました 。日の光を浴 びなが ら、木々の間 を歩い ていると、気 分

爽快。手近な ストレ ス発散には最 適です 。三日坊主に ならな いよう、定期 的

なウォーキン グを心 がけたいと思 ってい ます。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html

